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研究成果の概要（和文）： 
アルタイ諸語と総称される「チュルク諸語、満洲・トゥングース諸語、モンゴル諸語」を対象
として、急速に進む地球化（グローバル化）の中で、消滅しつつある言語、急速に変容しつつ
ある言語に焦点をあてつつ、現地調査を行ない、それら言語の実相を記述した。論文や学会発
表以外に、数点のまとまった記述を図書として公刊した。また、すでに文献言語となったウイ
グル語、満洲語の言語学的研究を行なった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The Altaic languages, including the Turkic, the Manchu-Tungusic, and the Mongolian languages, 
have been investigated with the special focus on the endangered languages, which are on the verge 
of language death. Several books, as well as a lot of papers, have been published to document those 
endangered languages. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究の準備的段階として過去３年間実施し
た「チュルク諸語の固有と外来に関する総合
的調査研究」は、チュルク諸語を対象とした
借用現象に関する研究であった。本研究は、
それらの成果を取り入れつつ、より広範囲に、
アルタイ諸語の類型論的、地域的特徴全体を
見渡した、急速な言語変容に関する研究であ
った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、様々な言語特徴を共有するゆえに

「アルタイ諸語」と呼ばれる a. チュルク諸語、
b. 満洲・トゥングース諸語、c. モンゴル諸語
を対象とする。その中でも、急速に進む地球
化（グローバル化）の中で、消滅しつつある
言語、急速に変容しつつある言語に焦点をあ
てつつ、それら言語の実相を、記述言語学的、
社会言語学的、歴史言語学的に総合的に記述
することを目指した。 
 
３．研究の方法 
アルタイ諸語の中の諸言語について、個別言
語に見られる変容を、体系的に記述する。具
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体的には、i. 音韻論（音の体系、母音や子音
の音配列、アクセント・イントネーション等）、
ii. 形態論（単語の構造）、iii. 統語論（文の構
造）の観点から記述する。 

また、諸言語の対照研究・比較研究を行な
い、言語の変容・消滅に関する一般言語学的
な理論の構築に貢献する。 
 
４．研究成果 
個別言語の記述を中心としつつも、常に他の
諸言語との対照研究・比較研究を基礎とした
研究を行なった。具体的には、以下のとおり
である： 
(1)文献言語である満洲語と対照・比較しつつ、
シベ語の文法の解明を行なった。音韻論・形
態論の相当な部分が明らかとなった。具体的
には、イントネーションに 3 種類がある（上
昇調、下降調、中平調）ことを明らかにした
こと等である。成果として『シベ語の基礎』
2 巻を公刊した（児倉徳和・庄声との共著）。 
(2)ベルリンやペテルブルクのウイグル写本
を研究すると共に、ウイグル漢字音体系をよ
り精密に明らかにした。 
(3)トルコ語の指示詞の用法について詳細な
記述を行なうと共に、ドイツのトルコ系移民
の話すトルコ語について、ドイツ語との言語
接触による指示詞の用法の変容に関する研
究を行なった。 
(4) 中国の内モンゴルおよび北京でモンゴル
語の文献資料調査を行ない、『「元朝秘史」モ
ンゴル語漢字音訳・傍訳漢語対照語彙』
（2009）『「蒙文総彙」－モンゴル語ローマ字
転写配列－』（2010）を公刊したほか、モン
ゴル系のダグル語の研究に基づき『「達斡爾
語詞彙」蒙古文語索引 附：満洲文語索引』
（2011）を公刊した。 
(5) ロシア科学アカデミー東洋文献研究所に
て 20 世紀初頭のエニセイ地方の北方諸言語
に関連する資料を収集、研究した。特にロシ
ア人研究者ルィチコフによるドルガン語の
記録に基づいて、ドルガン語形成期の言語変
容を研究した。 
(6) チュルク語南西グループ（トルコ語、ト
ルクメン語、カシュカイ語）およびカライム
語等の危機言語を含む諸言語の文献調査と
文法構造の分析をおこなった。また、トルコ
において本科研の研究活動を含む日本のチ
ュルク諸語研究の概要についての報告をし
た。また、『チュルク語南西グループの構造
と記述―トルコ語の語形成と周辺言語の言
語接触―』を公刊した。 
(7) キプチャク系のチュルク語口語に見られ
る他グループチュルク語の影響を調査した。
トルコで話されているノガイ語に関して語
以下のレベルでトルコ語からのどのような
影響が見られるか調査し、動詞のボイスを表
す形式についてはトルコ語の形式が優勢に

なり、キプチャク語的形式が廃形式になりつ
つあることを明らかにした。ウルムチで話さ
れているカザフ語に関しては、若年層に見ら
れるウイグル語からの影響を調べたが、特筆
すべき影響は見られず、キプチャク語的形式
が保たれていることを確認した。 
(8) 14-15 世紀における中期チュルク語とペル
シア語との関係に注目して研究を行なった。
具体的には、ペルシア語作品を原作とする
『フスラウとシーリーン』、『グルとナウロー
ズ』および『神秘の宝庫』を取りあげ、それ
ぞれの原作との比較や、『グルとナウローズ』
の作者の問題などを検討した。また、イスタ
ンブルおよびタシュケントの研究者たちと
研究状況に関する情報を交換した。        
(9) キルギス語、ウズベク語などを対象に、
態や人称に関わる動詞接尾辞の意味用法の
調査研究を行なった。また、中期モンゴル語
の動詞接辞の文法研究を行なった。 
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